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山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

ー
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
」
考
I

諭
吉
の
金
言

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と

云
へ
り
。
」

こ
れ
は
福
沢
諭
吉
が
明
治
四
年
郷
里
中
津
に
洋
学
校
を
開
設
さ

せ
た
時
、
郷
党
の
青
年
の
た
め
に
執
筆
し
た
『
学
問
の
す
す
め
』

初
編
の
冒
頭
の
語
句
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
と
云
へ
り
」
を
除
い

た
「
天
は
…
…
」
の
言
葉
は
、
福
沢
一
代
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
あ
る
と
い
う
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
後
の
明
治
政
府
の
新
政

策
の
基
本
と
も
な
り
、
又
逆
に
自
由
民
権
運
動
の
旗
印
と
も
な
っ

た
。
又
最
近
の
新
紙
幣
発
行
に
際
し
て
も
想
起
さ
れ
、
常
に
日
本

人
の
人
権
に
対
す
る
自
覚
と
反
省
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

然
ら
ば
こ
の
金
言
「
天
は
…
…
」
の
出
典
は
何
で
あ
っ
た
の

か
。
「
と
云
へ
り
」
と
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
す
で
に

山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

二
九

ど
こ
か
に
書
か
れ
又
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
辞
典
類
を
見
て
も
こ
の
語
の
出
典
は
『
学
問
の
す
す
め
』

と
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
し
、
又
諸
解
説
書
を
読
ん
で
も
、
こ

の
語
は
諭
吉
自
身
の
創
作
で
、
「
と
言
へ
り
」
と
伝
聞
の
形
に
し

て
い
る
の
は
彼
独
特
の
修
辞
法
で
あ
っ
て
、
一
種
の
権
威
を
持
た

す
た
め
に
わ
ざ
と
付
け
て
初
学
者
を
説
得
さ
せ
る
手
法
と
解
し
た

り
、
又
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
ア
メ
リ
カ
「
独
立
宣
言
」
か
ら
採
っ
た

と
も
さ
れ
て
い
る
が
（
同
宣
言
前
文
中
に

all
m
e
n
 a
r
e
 c
r
e
a
t
e
d
 

e
q
u
a
l
が
あ
り
、
諭
吉
は
『
西
洋
事
情
』
初
編
で
「
天
の
人
を
生

ず
る
は
億
兆
皆
同
一
轍
に
て
」
と
訳
し
て
い
る
）
、
私
は
む
し
ろ

『
学
問
の
す
、
め
』
の
成
り
立
ち
か
ら
、
次
に
述
べ
る
方
が
よ
り

直
接
的
引
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

元
来
『
学
問
の
す
す
め
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学

学
長
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド

(
F
r
a
n
c
i
s
W
a
y
l
a
n
d
,
 
1
7
9
6
~
1
8
6
5
)

が

宮

内

徳

雄



山
片
蝠
桃
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福
沢
諭
吉

自
分
の
講
義
を
ま
と
め
た
『
修
身
論
』

(
T
h
e
E
l
e
m
e
n
t
s
 
o
f
 

M
o
r
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
1
8
3
5
)

が
、
種
本
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

従
来
の
研
究
（
伊
藤
正
雄
等
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
翻
訳
を
元
に
し

た
部
分
は
『
学
問
の
す
す
め
』
の
二
．
―
―
―
•
六
・
七
・
八
編
に
限

ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
「
天
は
…
…
」
を
含
む
初
編
に
つ
い
て
は

翻
訳
の
範
囲
外
と
さ
れ
て
き
た
。
諭
吉
は
第
三
回
洋
行
帰
国
後
の

明
治
初
年
に
『
修
身
論
』
を
手
に
入
れ
、
一
読
し
て
感
心
し
慶
応

義
塾
の
教
科
書
と
し
て
自
ら
講
義
し
た
。

『
学
問
の
す
す
め
』
二
編
「
人
は
同
等
な
る
事
」
は
次
の
文
で

始
ま
る
。
0
初
編
の
首
に
、
人
は
万
人
皆
同
じ
位
に
て
、
生
れ
な
が
ら
上

お
し
ひ
ろ
め

下
の
別
な
く
、
自
由
自
在
云
々
と
あ
り
。
今
此
義
を
拡
て

云
は
ん
。
人
の
生
る
4

は
天
の
然
ら
し
む
る
所
に
て
人
力
に
非

ず
。
こ
の
人
々
互
に
相
敬
愛
し
て
各
其
職
分
を
尽
し
、
互
に
相

妨
る
こ
と
な
き
所
以
は
、
も
と
同
類
の
人
間
に
し
て
、
共
に
一

と

も

と

も

天
を
与
に
し
、
共
に
与
に
天
地
の
間
の
造
物
な
れ
ば
な
り
。
…

〇
故
に
今
、
人
と
人
と
の
釣
合
を
問
え
ば
、
同
等
と
云
は
ざ
る

を
得
ず
。
但
し
其
同
等
と
は
、
有
様
の
等
し
き
を
云
ふ
に
非

ず
、
権
理
通
義
の
等
し
き
を
云
ふ
な
り
。
其
有
様
を
論
ず
る
と

き
は
、
貧
富
強
弱
智
愚
の
差
あ
る
こ
と
甚
し
く
、
…
…
他
の
妨

を
為
さ
ず
し
て
、
達
す
可
き
の
情
を
達
す
る
は
、
即
ち
人
の
権

理
な
り
。
此
権
理
に
至
て
は
、
地
頭
も
百
姓
も
厘
毛
の
軽
重
あ

る
こ
と
な
し
。
…
…

〇
…
…
故
に
人
た
る
者
は
、
常
に
同
位
同
等
の
趣
意
を
忘
る
可

ら
ず
。
人
間
世
界
に
最
も
大
切
な
る
こ
と
な
り
。
西
洋
の
言
葉

に
て
、
こ
れ
を
レ
シ
プ
ロ
シ
チ
又
は
ニ
ク
ウ
ヲ
リ
チ
と
言
ふ
。

即
ち
首
に
言
へ
る
万
人
同
じ
位
と
は
こ
の
事
な
り
。
（
以
下
略
）

右
の
文
は
初
編
書
き
出
し
の
部
分
を
、
二
年
後
に
書
い
た
「
ニ

編
」
で
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
修
身
論
』
の
次
に
挙
げ

る
部
分
を
諭
吉
流
に
翻
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
取
り
も

直
さ
ず
『
学
問
の
す
す
め
』
初
編
執
筆
趣
旨
そ
の
も
の
が
、
左
の

抜
粋
か
ら
出
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
修
身
論
第
二
部
抜
粋
の
拙
訳
）

人
へ
の
愛
、
即
ち
道
徳

第
一
章
相
互
互
恵
（
レ
シ
プ
ロ
シ
チ
）
の
義
務

我
々
は
、
神
が
人
々
に
、
そ
し
て
国
民
に
、
与
え
給
う
た
オ

能
に
目
を
向
け
る
時
、
神
か
ら
の
幸
福
の
授
け
方
に
極
め
て
著

し
い
差
異
を
認
め
る
。
あ
る
者
は
他
の
者
よ
り
強
い
腕
力
を
持

ち
、
次
の
者
は
容
貌
、
三
人
目
は
感
性
、
四
人
目
は
創
作
力
、

五
人
目
は
財
力
に
よ
っ
て
と
い
う
ふ
う
に
際
限
な
く
差
別
さ
れ

10 



て
い
る
。
さ
れ
ば
こ
の
点
に
お
い
て
、
人
間
は
最
も
著
し
く
不

平
等
で
あ
る
。

し
か
し
今
―
つ
の
点
で
は
人
々
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
。
神

は
御
自
ら
の
御
意
志
の
ま
ま
に
、
各
人
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の

天
賦
の
オ
を
授
け
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
人
に
、
隣
人
の
幸
福
の

障
り
に
な
る
よ
う
に
は
そ
れ
ら
を
使
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
、

LOVE TO MAN, OR MORALITY. 

山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

CHAPTER I. 

THE DUTIES OF RECIPROCITY. 

When we look upon the gifts of God to men, 

and to nations, we observe a very striking diversity 

in the means of happiness which he has hestowed. 

One man possesses greater strength than another, 

a second is distinguished for personal appearance, 

a third for taste, a fourth for imagination, a fifth 

for wealth, and thus indefinitely. In this respect, 

therefore, men are, in the most striking degree, 

unequal. 

But in another respect they are all epual, 

having bestowed these gifts upon each one, seve-

rally, as he will; and has given to every one the 

right to derive from them all the happiness in his 

power, provided he do not so use them as to 

interfere with the happiness of his neighbor. In 

this respect, therefore, that is, in the right to use 

for his own happiness, without injury to his 

neighbor, whatever God has given to him, all 

men stand on the ground of perfect equality. 

（中略）

And, lastly. Inasmuch as we are all the creatures 

of God, and are all equally under his protection, 

he who violates the law of reciprocity, not only 

does wrong to man, but sins against God. 

God 

そ
れ
ら
か
ら
す
べ
て
の
幸
福
を
自
ら
の
力
で
引
き
出
す
権
利
を

与
え
給
う
た
。
さ
れ
ば
こ
の
点
、
即
ち
隣
人
を
侵
害
す
る
こ
と

な
く
し
て
、
自
分
自
身
の
幸
福
に
役
立
た
せ
る
権
利
に
お
い
て

は
、
た
と
え
神
が
そ
の
人
に
何
を
与
え
給
う
た
に
せ
よ
、
す
べ

て
の
人
は
完
全
な
る
平
等
（
エ
ク
ウ
ヲ
リ
チ
）
と
い
う
地
面
の

上
に
立
っ
て
い
る
。



（
中
略
）
そ
し
て
つ
ま
り
、
我
々
は
す
べ
て
の
神
の
創
造
物
で
あ
り
、

神
の
庇
護
の
下
に
す
べ
て

iIであ
る
が
故
に
、
相
互
互
恵
の

法
則
を
犯
す
者
は
人
に
悪
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
神
に
対
し
て

も
罪
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
抜
粋
の
中
の

r
e
c
i
p
r
o
c
i
t
y• 

e
q
u
a
l
i
t
y

が
、
前
掲
『
学

問
の
す
す
め
』
二
編
に
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
二
編
（
同
時
に
初
編
の
書
き
出
し
部
分
）
が
『
修
身

論
』
の
こ
の
部
分
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
初
編

冒
頭
の
格
言
『
天
は
…
…
』
の
原
文
も
、
こ
の
抜
粋
の
太
字
部
分

で
あ
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。

原
典
の
著
者
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
は
牧
師
で
あ
っ
た
か
ら
、
人
は
す

べ
て
の
神
の
造
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
に
人
間
平
等

を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
「
神
」

(
G
o
d
)

を
「
天
」
に
換
え
て

い
る
の
は
、
論
吉
は
も
と
も
と
無
神
論
者
だ
っ
た
し
、
当
時
は
ま

だ
切
支
丹
禁
制
で
あ
っ
た
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
仏

教
信
者
の
多
い
日
本
人
に
と
っ
て
信
仰
の
部
分
的
対
象
に
過
ぎ
な

か
っ
た
叫
よ
り
も
、
非
宗
教
的
に
広
く
根
本
か
ら
人
間
の
運
命
を

支
配
す
る
儒
教
的
な
司
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
強
く
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
人
間

は
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
そ
の
庇
護
下
に
あ
る
と
い
う
消
極
的
受

山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

蝠
桃
の
こ
と
ば

身
の
表
現
よ
り
も
、
「
天
は
…
…
造
ら
ず
」
と
い
う
能
動
的
な
表

現
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
平
等
権
を
本
来
の
運
命
的
な

も
の
即
ち
天
賦
天
稟
の
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
即
ち
こ
の
金
言
は

ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
太
字
の
二
節
の
中
の
、
後
者
の
「
人
間
は
神
の

創
造
物
で
あ
っ
て
平
等
で
あ
る
」
の
意
を
形
と
し
て
受
け
、
そ
れ

に
前
者
の
「
人
間
本
来
平
等
の
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

主
張
を
中
核
と
し
て
含
め
、
旦
諭
吉
自
身
が
受
け
て
来
た
東
洋

（
儒
教
）
的
素
養
の
上
に
、
西
欧
的
教
蓑
の
理
念
を
結
晶
さ
せ
て

仕
上
げ
た
作
品
で
あ
る
と
私
は
断
定
す
る
。

諭
吉
は
儒
教
を
文
明
開
化
の
敵
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
儒
教
的

階
級
社
会
の
最
高
に
位
し
て
い
た
天
を
あ
た
か
も
平
等
思
想
の
元

祖
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
し
、
旧
秩
序
的
天
を
自
減
さ
せ
た
。

諭
吉
の
巧
妙
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に
幻
惑
さ
れ
た
日
本
の
民
衆
と
為
政

者
は
、
か
く
し
て
天
本
来
の
意
義
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

は
儒
教
的
天
を
否
定
し
た
山
片
婚
桃
の
立
場
と
も
一
致
す
る
。

近
世
後
期
の
大
阪
の
町
人
学
者
・
懐
徳
堂
門
人
山
片
蝠
桃
（
一

七
四
八
ー
一
八
ニ
―
)
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
『
夢
之
代
』
四
巻
終
章

に
、
「
古
今
人
二
上
下
ナ
シ
」
と
い
う
彼
自
身
の
こ
と
ば
が
載
っ

て
い
る
。
こ
の
章
は
大
名
も
角
力
取
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
い



山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

蝠
桃
．
諭
吉
の
共
通
点
比
較

う
人
間
平
等
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
思
想
の
過
激
さ
を

は
ば
か
っ
て
か
、
一
部
の
写
本
系
で
は
欠
落
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
に
形
の
似
た
諺
と
し
て
は
「
人
に
高
下
な
し
心
に

高
下
あ
り
」
（
学
友
抄
）
、
「
恋
に
上
下
の
隔
な
し
」
（
奥
州
安

達
原
）
等
が
あ
る
が
、
人
間
平
等
の
主
張
と
は
多
少
の
ず
れ
が
あ

る
。
そ
の
点
諭
吉
の
「
天
は
…
…
」
と
蝠
桃
の
こ
の
言
葉
と
は
、

思
想
的
に
最
も
一
致
し
て
い
る
。

蝠
桃
と
諭
吉
の
思
想
的
共
通
点
は
、
主
に
『
夢
之
代
』
と
『
学
問
の

す
4

め
』
に
表
わ
れ
て
い
る
。
以
下
の
比
較
で
は
両
書
名
を
略
し
、
前

者
は
巻
名
・
章
数
（
日
本
思
想
大
系
本
）
、
後
者
は
編
数
（
岩
波
選
集

本
）
の
み
を
挙
げ
る
。

0
人
の
賢
愚
は
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る
に
あ
り

蝠
桃
は
地
理

19
注
で
「
人
生
レ
ナ
ガ
ラ
知
ナ
ル
ハ
万
人
中
ノ
一

人
ナ
リ
。
ソ
ノ
余
ハ
学
バ
ザ
レ
バ
愚
也
。
…
…
人
ソ
レ
学
バ
ズ
ン

バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
諭
吉
は
初
編

で
「
さ
れ
ば
賢
人
と
愚
人
と
の
別
は
、
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る
と
に
由

て
出
来
る
も
の
な
り
。
…
…
人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
貴
賤
貧
富

の
別
な
し
。
唯
学
問
を
勤
て
物
事
を
よ
く
知
る
者
は
貴
人
と
な

り
、
富
人
と
な
り
、
無
学
な
る
者
は
貧
人
と
な
り
下
人
と
な
る
な

り
。
」
と
述
べ
て
、
蝠
桃
よ
り
更
に
具
体
的
功
利
的
に
学
問
の
効

用
を
規
定
し
、
賢
愚
の
み
な
ら
ず
貴
賤
貧
富
も
学
問
に
依
る
と
し

て
い
る
が
、
人
間
本
来
の
素
質
に
差
が
な
い
と
す
る
所
は
、
こ
の

時
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

〇
実
用
の
学
問
を
勧
め
る
。
（
西
欧
文
明
評
価
）

蝠
桃
は
地
理
19
で
又
「
和
漠
ノ
人
ハ
、
始
ョ
リ
字
学
ヲ
ナ
セ
ド

モ
、
一
生
国
字
ヲ
知
尽
サ
ズ
。
ソ
ノ
外
仏
学
・
詩
歌
・
茶
ノ
湯
、

謡
曲
・
舞
楽
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
、
無
用
ノ
稽
古
・
芸
術
二
日
ヲ
費
ヤ

シ
、
…
…
西
洋
『
欧
羅
巴
』
ノ
人
々
ハ
、
天
下
万
国
ヲ
渡
リ
テ
、

天
文
ヲ
明
ラ
メ
地
理
ヲ
察
シ
、
世
界
ノ
大
キ
ナ
ル
全
体
ヲ
弁
へ
、

忠
孝
仁
義
ノ
コ
ト
ハ
本
ヨ
リ
、
致
知
格
物
ノ
コ
ト
ニ
ノ
ミ
耽
リ

テ
、
諸
芸
諸
術
ノ
無
用
ノ
コ
ト
ニ
日
ヲ
費
ス
コ
ト
ナ
ク
、
文
字
ハ

織
二
ニ
十
六
字
…
…
（
日
本
人
も
）
諸
芸
・
諸
術
ヨ
リ
鬼
神
・
仏

観
ノ
無
用
ノ
コ
ト
ニ
心
知
ヲ
費
ャ
ス
コ
ト
ヲ
禁
ジ
テ
、
上
下
ノ
万

民
二
致
知
格
物
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
忠
孝
仁
義
ノ
道
二
志
サ
シ
メ
、
外

国
ヲ
取
ル
ノ
コ
ト
ハ
、
イ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
セ
メ
テ
ハ
外

国
ヨ
リ
我
ヲ
侮
ド
ラ
ズ
侵
サ
ゞ
ル
ノ
備
ヘ
コ
ソ
ア
リ
タ
キ
モ
ノ

力
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

諭
吉
も
初
編
で
「
学
問
と
は
、
唯
む
つ
か
し
き
字
を
知
り
、
解

し
難
き
古
文
を
読
み
、
和
歌
を
楽
み
、
詩
を
作
る
な
ど
、
世
上
に

実
の
な
き
文
学
を
言
ふ
に
あ
ら
ず
。
…
…
さ
れ
ば
今
斯
る
実
な
き



る。 学
問
は
先
づ
次
に
し
、
専
ら
勤
む
べ
き
は
人
間
普
通
日
用
の
近
き

実
学
な
り
。
…
…
是
等
の
学
問
を
す
る
に
、
何
れ
も
西
洋
の
翻
訳

書
を
取
調
べ
、
大
抵
の
事
は
日
本
の
仮
名
に
て
用
を
便
じ
、
或
は

年
少
に
し
て
文
オ
あ
る
者
へ
は
横
文
字
を
も
読
ま
せ
、
一
科
一
学

も
実
事
を
押
へ
、
其
事
に
就
き
其
物
に
従
ひ
、
近
く
物
事
の
道
理

を
求
て
、
今
日
の
用
を
達
す
べ
き
な
り
。
…
…
此
心
得
あ
り
て
後

に
、
士
農
工
商
各
其
分
を
尽
し
銘
々
の
家
業
を
営
み
、
身
も
独
立

し
、
家
も
独
立
し
、
天
下
国
家
も
独
立
す
べ
き
な
り
。
」
と
述
べ

全
国
民
が
実
用
の
学
問
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
国

の
独
立
を
図
る
。
そ
の
実
学
と
は
物
事
の
道
理
を
求
め
る
こ
と

で
、
そ
こ
に
西
欧
文
明
の
物
質
面
よ
り
む
し
ろ
精
神
面
で
の
先
進

性
を
認
め
る
等
の
諸
点
で
両
者
の
考
え
は
一
致
し
て
い
る
。

0
国
字
論
（
表
音
文
字
の
採
用
）

前
項
の
引
用
で
も
、
両
者
の
漠
字
排
斥
の
考
え
が
窺
わ
れ
る

が
、
蝠
桃
は
経
論
4
1
で
も
「
日
本
モ
漠
字
ナ
ク
シ
テ
仮
字
バ
カ
リ

ナ
ラ
バ
大
キ
ニ
ョ
カ
ル
ベ
シ
。
天
竺
ハ
梵
字
三
十
六
字
ノ
ヨ
シ
。

西
洋
ハ
ア
ベ
セ
ニ
十
六
字
ヲ
以
テ
ス
。
…
…
西
洋
人
ノ
漠
ヲ
謂
テ

曰
、
『
漠
人
ハ
一
生
、
ソ
ノ
国
字
ヲ
知
尽
サ
ズ
シ
テ
死
ス
』
卜
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

諭
吉
も
明
治
六
年
の
『
文
字
之
教
』
の
端
書
に
、

山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

「
日
本
に
仮

名
の
文
字
あ
り
な
が
ら
、
漠
字
を
交
へ
用
る
は
甚
だ
不
都
合
な
れ

ど
も
、
…
…
今
よ
り
次
第
に
漠
字
を
廃
す
る
の
用
意
専
一
な
る
可

し
。
…
…
む
つ
か
し
き
字
を
さ
へ
用
ひ
ざ
れ
ば
、
漠
字
の
数
は
二

千
か
三
千
に
て
沢
山
な
る
可
し
。
此
書
三
冊
に
漠
字
を
用
ひ
た
る

言
葉
の
数
、
僅
に
千
に
足
ら
ざ
れ
ど
も
、
一
と
通
り
の
用
便
に
は

差
支
な
し
。
」
と
述
べ
、
今
日
の
常
用
漠
字
・
教
育
漠
字
の
数
ま

で
先
見
し
て
い
る
。

前
掲
蝠
桃
の
「
西
洋
人
ノ
…
…
」
は
、
江
戸
の
蘭
学
者
・
戯
作

者
森
島
中
良
（
一
七
五
四
！
一
八

0
八
）
の
『
紅
毛
雑
話
』
の
記

事
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
（
詳
し
く
は
拙
著
『
山
片
婚

桃』

59
年
創
元
社
）
中
良
は
将
軍
家
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
師
四
代
桂

あ

き

さ

ん

川
甫
周
国
瑞
の
弟
、
桂
川
甫
祭
で
あ
る
。
四
代
甫
周
は
『
解
体
新

書
』
の
訳
述
に
も
最
年
少
で
参
加
し
、
そ
の
頃
か
ら
桂
川
家
は
す

で
に
蘭
学
者
の
サ
ロ
ン
と
な
っ
て
い
た
。
安
政
五
年
江
戸
に
出
府

し
、
中
津
川
藩
邸
で
蘭
学
教
授
を
始
め
た
諭
吉
も
、
早
速
近
く
のおき

こ
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
た
。
こ
の
時
の
当
主
は
七
代
甫
周
国
興

さ
ん

で
、
仲
間
の
一
人
柳
河
春
三
は
後
に
大
学
少
博
士
と
な
っ
た
が
、

明
治
二
年
に
政
府
の
布
告
書
は
カ
ナ
文
を
用
い
て
刊
行
す
べ
き
こ

と
を
建
白
し
て
い
る
。
や
は
り
仲
間
の
神
田
孝
平
は
明
治
十
五
年

に
漠
字
擁
護
論
に
反
対
し
て
言
文
一
致
を
説
い
た
。
又
仲
間
の
箕

へ
い

作
秋
坪
の
子
佳
吉
は
、
慶
応
義
塾
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
明
治

四



山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

な
い
ぷ

十
八
年
神
田
孝
乎
の
養
嗣
子
乃
武
等
と
羅
馬
字
会
を
結
成
し
た
。

日
本
式
ロ
ー
マ
字
綴
り
方
の
田
中
館
愛
橘
も
諭
吉
門
下
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
る
と
、
諭
吉
の
国
字
論
は
森
島
中
良
の
持

論
か
ら
発
す
る
桂
川
蘭
学
サ
ロ
ン
の
表
音
文
字
礼
賛
に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
蝠
桃
の
そ
れ
と
そ
の
祖
を
一
に
し
て
い
る

と
言
え
る
。

0
神
仏
・
怪
異
．
迷
信
否
定

蝠
桃
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
合
理
主
義
に
基
づ
く
徹

底
し
た
無
神
論
で
あ
る
。
蝠
桃
が
否
定
す
る
対
象
は
、
外
来
の
仏

は
勿
論
日
本
古
来
の
神
、
そ
し
て
儒
教
の
天
ま
で
も
含
み
、
又
一

般
の
俗
信
と
り
わ
け
そ
れ
に
よ
っ
て
民
衆
を
だ
ま
し
金
を
貪
る
連

中
に
対
し
厳
し
い
攻
撃
を
加
え
た
。

諭
吉
も
少
年
時
代
か
ら
同
じ
よ
う
に
、
神
仏
迷
信
に
反
発
し
て

い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
十
ニ
・
三
歳
の
頃
神
様
の
名
の
あ
る

御
札
を
便
所
へ
持
っ
て
い
っ
て
踏
ん
で
み
た
り
、
一
・
ニ
年
後
に

は
稲
荷
の
神
体
の
石
を
取
り
替
え
た
り
し
た
話
を
、
後
年
の
『
福

頷
自
伝
』
で
も
述
べ
て
い
る
。
又
『
文
明
論
の
概
略
』
・
『
時
事
小

言
』
・
『
覚
書
』
等
の
諸
著
書
で
も
随
所
に
神
仏
・
怪
異
．
迷
信
を

否
定
攻
撃
し
て
い
る
の
は
、
諭
吉
が
幡
桃
と
同
じ
く
強
い
無
神
論

者
・
合
理
主
義
精
神
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

0
経
済
的
手
腕

五

蝠
挑
は
経
論
1
で
「
余
ガ
輩
、
商
賣
ノ
家
―
―
生
レ
テ
」
と
述
べ

て
い
る
如
く
、
播
州
印
南
郡
神
爪
村
（
現
兵
庫
県
高
砂
市
）
の
出

身
で
、
兄
は
糸
屋
（
綿
糸
製
造
）
を
継
ぎ
、
両
親
が
隠
居
し
て
酒

屋
を
営
む
農
村
の
商
家
に
寛
延
元
年
生
ま
れ
た
。
十
三
歳
の
時
伯

父
の
名
跡
を
継
い
で
、
大
阪
堂
島
の
米
仲
買
・
大
名
貸
升
屋
に
丁

稚
奉
公
し
た
。
二
十
二
歳
で
支
配
番
頭
と
な
っ
て
破
産
寸
前
の
主

家
を
盛
り
返
し
、
四
十
年
後
の
最
盛
期
に
は
鴻
池
・
加
島
屋
に
伍

し
た
大
阪
屈
指
の
富
豪
と
し
、
自
分
も
そ
の
隣
に
邸
宅
を
持
つ
分

限
者
と
な
っ
た
。
即
ち
蝠
桃
は
単
な
る
博
識
の
町
人
学
者
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
老
中
首
座
松
平
定
信
を
政
治
的
バ
ッ
ク
と
し
、
仙

台
藩
を
は
じ
め
記
録
に
残
る
だ
け
で
も
全
国
四
十
余
の
雄
藩
の
財

政
を
一
手
に
掌
握
し
た
経
済
的
黒
幕
で
あ
っ
た
。
（
拙
著
『
山
片

蝠
桃
』
参
照
）

一
方
諭
吉
も
今
日
思
想
家
・
教
育
家
と
し
て
評
価
が
高
い
が
、

実
は
そ
の
基
盤
に
は
徒
手
空
拳
で
赤
貧
の
中
か
ら
巨
大
な
慶
応
財

閥
を
作
っ
た
経
済
的
能
力
と
実
践
が
あ
っ
た
。
『
福
翁
自
伝
』

（
明
治
三
十
二
年
）
の
「
一
身
一
家
経
済
の
由
来
」
に
は
、
慶
応

三
年
芝
新
銭
座
の
有
馬
家
中
屋
敷
四
百
坪
を
三
百
五
十
両
で
買
っ

た
話
が
あ
る
。
そ
の
金
の
受
け
渡
し
日
十
二
月
二
十
五
日
に
三
田

の
薩
州
屋
敷
焼
払
い
が
あ
り
、
周
旋
の
人
が
こ
ん
な
時
勢
に
な
る

と
百
両
で
も
売
っ
て
く
れ
る
か
ら
取
引
き
を
中
止
し
た
方
が
い
い



り
ち

と
勧
め
て
く
れ
た
が
、
約
束
通
り
の
金
額
を
払
っ
た
と
自
分
の
律

ぎ義
さ
を
自
賛
し
て
い
る
。

し
か
し
同
書
の
「
王
政
復
古
」
で
は
、
明
治
四
年
の
塾
の
移
転
の

時
一
万
三
千
坪
を
五
百
何
十
円
か
で
手
に
入
れ
た
と
自
慢
す
る
。

こ
の
時
は
芝
の
三
田
に
あ
る
島
原
藩
の
中
屋
敷
に
目
を
つ
け
、
岩

倉
は
じ
め
政
府
高
官
に
手
を
回
し
、
建
物
は
六
百
余
円
で
購
入
し

た
。
し
か
し
地
面
は
拝
借
な
の
で
不
安
に
思
い
、
議
員
連
中
に
吹

き
込
ん
で
拝
借
地
払
下
げ
の
建
言
を
さ
せ
、
そ
の
発
令
を
聞
き
出

し
、
第
一
番
に
出
願
し
、
無
代
価
同
様
の
値
段
で
自
分
の
私
有
地

に
登
記
を
す
ま
せ
た
。
果
せ
る
か
な
払
下
げ
の
噂
を
聞
い
て
島
原

藩
士
が
取
り
返
し
に
来
た
が
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
の
で
追
い

返
す
こ
と
が
で
き
た
と
自
ら
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
な
ど
は
角
栄
そ
こ
の
け
の
強
引
と
周
到
を
兼
ね
て
い
る
。

幕
臣
の
末
席
の
頃
、
有
馬
屋
敷
を
正
価
で
買
っ
た
時
の
馬
鹿
正
直

は
建
て
前
で
、
内
心
し
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
明
治

新
政
府
の
要
路
に
く
い
込
ん
だ
時
に
は
、
そ
れ
を
フ
ル
に
利
用
し

て
広
大
な
用
地
を
手
に
入
れ
、
思
わ
ず
本
音
が
出
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
ど
う
し
て
貯
ま
っ
た
か
。
そ
れ
は
諭
吉
が

日
本
で
始
め
て
公
然
と
学
問
を
金
に
替
え
た
か
ら
で
あ
る
。
十

六
・
七
歳
の
頃
兄
に
「
日
本
一
の
大
金
持
」
に
な
っ
て
金
を
思
い

切
り
使
い
た
い
と
言
っ
た
諭
吉
は
、
中
津
藩
の
頃
は
蘭
書
の
購
入

山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

を
だ
し
に
さ
ん
ざ
ん
藩
か
ら
金
を
む
し
り
取
っ
た
。
日
常
生
活
で

は
浪
費
を
つ
つ
し
み
、
翻
訳
で
生
活
費
を
稼
ぎ
、
国
費
で
海
外
に

出
か
け
た
時
は
そ
の
手
当
で
洋
書
を
買
い
、
帰
国
後
翻
訳
版
行
し

し
よ
う

て
金
を
儲
け
た
。
中
で
も
「
授
業
料
の
濫
腸
」
は
最
も
意
義
が
あ

そ
く
し
ゅ
う

る
。
そ
れ
ま
で
の
私
塾
で
は
入
学
時
の
束
脩
と
盆
暮
の
志
だ
け
を

も
ら
っ
て
い
た
の
を
、
慶
応
義
塾
で
は
慶
応
四
年
か
ら
日
本
で
初

め
て
授
業
料
を
き
め
て
集
め
た
。
（
『
福
翁
自
伝
』
）

山
片
蝠
桃
が
一
俵
に
つ
き
一
合
と
い
う
零
細
な
検
査
時
の
こ
ぼ

れ
米
（
刺
シ
米
）
を
集
め
た
り
、
仙
台
藩
の
農
民
か
ら
買
い
上
げ

た
米
の
代
金
に
、
藩
内
で
現
金
代
わ
り
に
通
用
さ
せ
た
札
（
米

札
）
を
渡
す
と
い
う
一
種
の
証
券
商
法
で
利
息
の
上
前
を
は
ね
、

近
所
が
火
事
で
焼
け
る
と
そ
の
土
地
を
買
い
占
め
財
産
を
殖
や
し

て
い
っ
た
や
り
方
と
、
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

〇
諭
吉
と
大
阪

諭
吉
は
婚
桃
没
後
十
―
―
一
年
た
っ
た
天
保
五
年
、
蝠
桃
旧
宅
か
ら

約
千
メ
ー
ト
ル
の
堂
島
玉
江
橋
北
詰
中
津
藩
倉
屋
敷
で
生
ま
れ

た
。
父
百
助
は
蝠
桃
没
の
翌
文
政
五
年
か
ら
そ
こ
で
廻
米
方
を

し
、
鴻
池
や
加
島
屋
と
折
衝
が
多
か
っ
た
か
ら
、
升
屋
と
も
米
の

売
買
を
通
し
て
直
接
間
接
に
関
係
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

蝠
桃
と
諭
吉
と
の
接
点

r 
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山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

天
保
七
年
父
が
亡
く
な
り
一
家
は
中
津
に
帰
っ
た
が
、
十
年
の

大
阪
ぐ
ら
し
が
身
に
つ
い
た
母
や
兄
姉
か
ら
大
阪
の
思
い
出
話
を

聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
諭
吉
に
と
っ
て
は
、
下
士
階
級
と
し
て
差
別

さ
れ
つ
づ
け
た
中
津
よ
り
生
地
大
阪
が
懐
か
し
か
っ
た
の
か
、
ニ

十
二
歳
で
再
び
大
阪
に
戻
っ
た
時
の
心
境
を
、
「
真
実
故
郷
に
帰

っ
た
通
り
で
誠
に
宜
い
心
地
」
と
述
べ
て
い
る
。
旦
そ
の
後
三
年

余
の
緒
方
塾
で
の
勉
学
が
、
彼
の
学
問
・
思
想
の
形
成
に
最
も
強

い
力
が
あ
っ
た
の
は
疑
い
の
余
地
が
な
く
、
諭
吉
自
身
も
自
分
の

も
の
の
考
え
方
は
大
阪
的
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。

〇
諭
吉
と
懐
徳
堂

諭
吉
の
少
年
の
頃
か
ら
敬
愛
し
た
漠
学
の
師
白
石
照
山
は
豊
後

の
帆
足
万
里
の
孫
弟
子
で
、
諭
吉
の
父
も
万
里
に
師
事
し
、
兄
も

そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
。
万
里
の
説
と
し
て
中
津
に
流
行
し
た
「
鉄

砲
と
算
盤
は
士
流
の
重
ん
ず
可
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

は
、
諭
吉
に
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
万
里
の
師
脇
愚
山
は
懐

徳
堂
の
俊
足
で
蝠
桃
と
も
親
交
が
あ
り
、
万
里
も
中
井
竹
山
に
学

ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
諭
吉
も
愚
山
・
万
里
を
通
じ
懐
徳
堂
一
門
に

繋
が
る
と
言
え
る
。

諭
吉
が
適
塾
で
学
ん
だ
安
政
二
年
か
ら
五
年
ま
で
の
頃
、
懐
徳

堂
は
竹
山
の
外
孫
並
河
寒
泉
が
教
授
、
履
軒
の
嫡
孫
中
井
桐
園
が

学
校
預
人
と
な
っ
て
管
理
し
て
い
た
。
近
く
の
梅
花
社
や
泊
園
書

一七

院
の
隆
盛
に
押
さ
れ
、
曽
つ
て
西
日
本
に
君
臨
し
た
唯
一
の
官
許

大
坂
学
問
所
の
看
板
は
陰
っ
て
い
た
が
、
な
お
両
師
に
よ
る
講
業

は
規
則
正
し
く
行
わ
れ
、
大
阪
教
学
に
重
き
を
な
し
て
い
た
。

（
加
地
伸
行
・
山
中
浩
之
「
懐
徳
堂
物
語
」
ー
|
」
U

懐
徳
』

5
1
i

53
号
参
照
）か
い
し
よ

適
塾
は
過
書
町
（
北
浜
三
丁
目
）
に
あ
り
、
懐
徳
堂
の
尼
崎
町

一
丁
目
（
今
橋
四
丁
目
）
．
蝠
桃
の
梶
木
町
（
北
浜
五
丁
目
）
と

隣
接
し
て
い
た
。
諭
吉
は
『
民
情
一
新
』
第
一
章
で
「
中
井
竹
山

先
生
の
著
し
た
る
草
茅
危
言
の
中
に
、
別
駕
車
と
て
、
…
…
今
の

人
力
車
の
工
夫
な
れ
ど
も
、
其
時
代
に
は
此
先
生
の
説
を
奇
怪
と

し
て
顧
る
者
も
な
か
り
し
に
、
百
年
の
今
日
に
至
り
て
天
下
一
般

の
流
行
と
は
為
り
た
り
。
先
生
の
霊
、
若
し
知
る
あ
ら
ば
、
地
下

に
笑
を
含
む
こ
と
な
ら
ん
。
」
と
あ
た
か
も
我
が
師
を
弔
う
ご
と

き
口
調
で
竹
山
を
賛
え
て
い
る
。

又
『
福
翁
百
余
話
』
十
七
で
も
「
今
の
世
の
洋
学
者
が
韓
非
子

＇
こ
'
~
.
,
．
こ
こ
・
こ

~
9
,
~
~
9
9
i
t

を
読
ん
で
之
を
悦
び
、
太
宰
の
経
済
録
、
中
井
の
草
茅
危
言
を
見

て
、
取
る
可
き
あ
る
を
称
す
る
が
如
き
、
其
例
と
し
て
見
る
可

し
。
」
と
、
こ
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
。
少
年
時
代
学
ん
だ
漠
学

の
学
統
に
繋
が
る
懐
徳
堂
の
中
井
竹
山
を
尊
敬
し
、
そ
の
著
書
を

読
ん
で
啓
発
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

0
『
夢
之
代
』
と
松
陰
・
左
内
・
諭
吉
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『
夢
之
代
』
は
幡
桃
の
死
没
半
年
前
に
完
成
、
写
本
十
数
部
を

知
友
に
贈
呈
し
た
と
言
わ
れ
る
。
松
平
定
信
も
そ
れ
を
読
ん
で
惑

銘
し
、
又
吉
田
松
陰
も
野
山
獄
幽
閉
中
に
読
ん
で
兄
に
次
の
書
翰

を
送
っ
て
い
る
。
r
r
 

「
夢
の
城
は
一
種
の
蘭
学
癖
の
著
か
と
是
れ
ま
で
思
ひ
候

処
、
此
程
見
て
初
め
て
驚
き
申
し
候
。
中
井
兄
弟
の
門
人
の
著

は
す
所
と
見
え
候
処
、
何
人
の
作
に
や
…
…
」
安
政
元
・
一

ニ
・
―
二
（
吉
田
松
陰
全
集
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
頃
『
夢
之
代
』
は
蘭
学
愛
好
者
の
著
書
と

し
て
す
で
に
評
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

適
塾
門
下
で
は
、
諭
吉
と
同
年
の
橋
本
左
内
が
し
き
り
に
読
み

た
が
っ
た
記
録
が
あ
る
。
左
内
は
嘉
永
二
年
冬
入
門
、
二
年
余
り

蘭
医
学
を
学
び
五
年
閏
二
月
一
旦
福
井
へ
帰
国
、
後
江
戸
で
杉
田

成
卿
等
に
師
事
、
更
に
理
化
学
・
兵
学
・
英
独
語
に
も
手
を
伸
ば

し
た
。
一
方
藩
主
松
平
春
嶽
の
懐
刀
と
な
っ
て
将
軍
継
嗣
問
題
に

暗
躍
し
、
事
破
れ
て
安
政
五
年
十
月
就
縛
、
一
年
後
刑
死
し
た
。

そ
れ
に
先
立
つ
安
政
五
年
五
月
、
江
戸
の
左
内
は
福
井
の
配
下
近

藤
了
介
に
、
「
夢
の
代
ハ
御
覧
済
候
上
に
て
此
表
へ
御
廻
し
可
被

下
候
」
（
橋
本
景
岳
全
集
）
と
送
り
、
左
内
の
命
で
京
都
へ
公
卿

説
得
に
赴
い
た
了
介
は
、
七
月
「
夢
の
代
は
常
便
に
重
ね
て
御
廻

送
可
申
上
、
金
子
は
久
次
に
承
り
候
へ
ば
三
両
の
由
に
御
座
候
、

書
林
よ
り
盆
前
御
払
に
相
成
候
」
と
返
事
し
て
い
る
。
当
時
三
両

（
十
数
万
円
）
で
阪
売
ル
ー
ト
に
の
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

政
権
抗
争
の
真
只
中
に
あ
っ
て
左
内
が
『
夢
之
代
』
を
求
め
た

の
は
何
故
か
。
「
刀
圭
（
医
学
）
の
賤
技
に
局
々
」
と
す
る
よ
り

も
、
天
下
の
大
病
を
救
う
大
医
た
ら
ん
と
志
し
た
彼
に
と
っ
て
、

西
欧
文
明
の
優
位
を
認
め
実
学
尊
重
を
主
張
し
経
済
を
論
じ
る

『
夢
之
代
』
は
、
春
嶽
侯
を
補
佐
し
新
日
本
の
青
写
真
を
描
く
下

敷
に
是
非
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
夢
之
代
』
の
評
価
は
、
日

本
改
革
に
心
あ
る
人
々
の
間
で
す
で
に
こ
の
よ
う
に
高
か
っ
た
。

左
内
か
ら
六
年
程
後
へ
ず
れ
て
適
塾
で
学
ん
だ
諭
吉
は
、
そ
の

跡
を
追
う
よ
う
に
実
学
・
英
語
の
道
を
辿
る
が
、
直
接
政
治
に
は

関
わ
ら
ず
日
本
で
初
め
て
正
式
に
外
遊
し
、
文
明
開
化
の
華
々
し

い
先
駆
と
な
っ
た
。
左
内
に
つ
い
て
は
明
六
社
の
先
覚
と
評
価
す

る
向
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
後
輩
諭
吉
に
と
っ
て
無
視
で
き
な

い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
左
内
が
新
し
い
時
代
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
求
め
た
『
夢
之
代
』
を
、
当
時
こ
の
本
の
流
通
の
本
拠
地
で
あ

っ
た
大
阪
で
塾
生
生
活
を
し
て
い
た
諭
吉
が
、
聞
知
し
た
可
能
性

は
大
い
に
あ
る
。
『
文
明
論
之
概
略
』
二
で
諭
吉
は
「
（
門
閥
に

い
ず

対
す
る
反
感
の
徴
候
は
）
天
明
文
化
の
頃
よ
り
世
に
出
る
著
書
詩

集
又
は
稗
史
小
説
の
中
に
、
往
々
事
に
寄
せ
て
不
平
を
訴
る
も
の

あ
る
を
見
て
知
る
可
し
。
」
「
か
の
天
明
文
化
の
頃
よ
り
世
に
行

八



は
れ
た
る
著
書
の
類
は
、
即
ち
こ
の
（
人
民
の
智
力
の
）
分
銅
と

言
ふ
可
き
も
の
な
り
」
と
述
べ
て
こ
の
頃
の
著
書
類
を
評
価
し
て

い
る
。
又
諭
吉
は
同
書
の
緒
言
で
「
其
意
に
拠
て
著
書
の
論
を
述

べ
た
る
も
の
は
、
一
々
出
典
を
記
す
可
ら
ず
。
」
と
書
い
て
い
る

が
、
こ
れ
を
「
西
洋
の
諸
書
」
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
書
に
も
お

し
ひ
ろ
め
て
彼
の
一
般
的
執
筆
態
度
と
見
る
と
、
蝠
桃
や
『
夢
之

代
』
の
名
が
た
と
え
諭
吉
の
諸
著
書
に
見
え
な
く
と
も
、
そ
れ
を

読
ん
で
参
考
に
し
て
い
な
い
と
は
必
ず
し
も
言
い
き
れ
な
い
。

諭
吉
の
思
想
的
変
容

明
治
十
四
年
『
時
事
小
言
』
冒
頭
で
「
天
然
の
自
由
民
権
論
は

正
道
に
し
て
人
為
の
国
権
論
は
権
道
（
近
道
）
な
り
、
…
…
我
輩

は
権
道
に
従
ふ
者
な
り
。
」
と
宣
言
し
た
諭
吉
は
、
民
権
論
者
の

看
板
を
自
ら
取
り
下
げ
た
。
六
年
の
「
福
沢
氏
記
念
之
碑
」
で
は

「
福
沢
氏
の
先
祖
は
必
ず
寒
族
の
一
小
民
な
る
べ
し
」
と
一
小
民

を
自
負
し
た
諭
吉
が
、
十
一
年
の
『
福
沢
氏
古
銭
配
分
の
記
』
で

は
す
で
に
「
汝
等
は
名
家
の
子
孫
な
り
」
と
書
い
て
子
女
に
与
え

て
い
る
。
六
年
の
『
文
字
之
教
』
で
は
漠
字
の
全
廃
を
願
い
な
が

ら
、
『
福
沢
氏
子
女
之
伝
』
で
は
「
明
治
十
一
年
三
月
に
至
り
、

諭
吉
の
考
に
、
子
供
の
教
育
、
英
語
の
み
に
て
は
固
よ
り
不
都
合

…
…
宅
に
て
論
語
、
孟
子
の
素
読
講
義
を
始
め
」
と
心
境
の
変
化

山
片
蝠
桃
と
福
沢
諭
吉

一九

を
述
べ
て
い
る
。
元
来
無
神
論
者
の
論
吉
で
あ
る
の
に
、
二
十
四

年
の
時
事
新
報
社
説
で
は
「
宗
教
を
奨
励
し
て
人
心
を
和
す
る

は
、
小
民
の
軽
挙
を
防
ぐ
最
第
一
の
要
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。

明
治
十
・
ニ
十
年
代
を
通
し
て
、
三
井
・
三
菱
に
親
戚
・
門
弟

を
入
り
込
ま
せ
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
財
閥
を
慶
応
閥
で
牛
耳
り
、

子
女
は
名
門
富
豪
と
縁
組
し
、
大
資
本
こ
そ
国
家
独
立
の
中
核
と

の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
日
清
戦
争
を
支
援
し
て
軍
資

醜
集
を
呼
び
か
け
、
日
本
の
植
民
地
侵
略
政
策
の
旗
振
り
を
し

た
。
こ
う
し
た
諭
吉
の
変
容
は
、
明
治
が
二
桁
に
な
っ
た
頃
か
ら

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

婚
桃
が
『
夢
之
代
』
に
描
い
た
理
想
社
会
、
「
人
に
上
下
な

し
」
「
賢
愚
は
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る
と
に
あ
る
の
み
」
「
漠
字
を
廃

し
、
全
民
衆
に
教
育
を
」
「
富
者
を
捨
て
て
貧
民
を
救
え
」
を
基

本
と
し
た
主
張
は
、
殆
ん
ど
『
学
問
の
す
す
め
』
初
編
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
晩
年
の
『
福
翁
百
話
』

71
で
は
「
人
の
能

力
に
は
天
賦
遣
伝
の
際
限
あ
り
て
、
決
し
て
其
以
上
に
上
る
可
ら

ず
」
と
百
八
十
度
転
回
し
て
い
る
。
諭
吉
が
『
学
問
の
す
す
め
』

を
書
く
前
に
、
『
夢
之
代
』
を
読
ん
で
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
変
容
後
の
諭
吉
は
決
し
て

そ
れ
を
口
に
し
た
り
筆
に
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
大
阪
青
山
短
期
大
学
助
教
授
）




